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論文内容要旨
 32Pをラットに投与して,内部線源による切歯の発育に及ぼす長期的影響について,X線学的,
 組織学的に観察した。同時に所要臓盟の放射能分布,歯牙萌出量を測定した。叉全身への障害の
 検索として,体重の増減,骨髄(大腿骨,顎骨)の組織学的変化を併せ検討した。
 1.7μo/3投与群において30日目まで,著しい体重の減少,骨髄のaplasiaを示したが,以後
 回復が認められた。10μc/3投与群では体重の減少,骨髄のapiasiaが著しく約20日目で全て
 斃死した。
 2.所要臓器の放射能分布は,切歯,顎骨,大腿骨,臼歯,顎下腺の序列で分布した。これは,
 32Pが親石性であること,放射性同位元素が発育旺盛な組織に採取される結果と考えられる。
 3.32P投与後,切歯萌出量の減少が認められ,30日以後完全な萌出停止の原因として,照射
 による歯牙周囲組織の障害,内分泌障害が考えられる。
 4.切歯に象牙質形成障害が認められた。すなわち屈側においては,象牙質形成不全が歯胚か
 ら切縁に向って持続的に生じ,舌側で象牙質形成中断が認められた。これは歯胚が内部線源
 としての32Pの照射を受けたために生じたものと思われる。
 5.象牙質の再形成が,投与後60日根尖音Ilに認められたが,投与後90日,歯肉壊疽を伴う著し
 い歯牙周囲組織の荒廃とともに,歯胚の潰滅をきたした。
 6.切歯歯髄内に類骨組織の出現がみられた。これは32P投与の結果,歯髄の退行性変化にお
 ける石灰変性と考えられる。
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審査結果要旨
 本論文の目的は,放射性同位元素32Pの投与がラットの切歯発育に及ぼす影響を,長期間にわ
 たり究明することにある。
 この為に,著者は生後約1ケ月のwister系ラットの皮下に,7μo/9および10μ0/3の32Pを
 それぞれ1回投与し,90日間にわたって以下の項目を検索している。
 L体重の変動2、臓羅別総吸収線量3.相対的比放射能
 4.顎骨,大腿骨骨髄の病理組織学的変化5.切歯萌出量の変動
 6.軟X線像における切歯の変化7.切歯の病理組織学的変化
成績
 1.32P7μ0/3投与群の体重は30日頃まで減少し,以後は増加した。10μo/3投与群では,減少のまま
 20日以内に斃死した。32Pの体内分布は,切歯が最筒で,以下露骨,大腿骨,臼歯,顎下腺の願であ
 り,硬組織では90日後にも畜積が認められた。骨髄の著明なap至asiaは30日以後回復に向つた。
 2.切歯の萌出は,20日以後ほとんど停止した。軟X線像では,10日以後唇側で象牙質形成不全
 が歯胚から切縁へ向い連続してみられ,舌側で形成の中断がみられる。15蜀以後では歯髄腔の
 狭小化,3g貝以後では歯髄腔の不透過1生60鶏以後では根尖部の変形がみられ,これらの変化
 は90日後でも増強している。
 病理組織学的には,5日目頃から歯髄腔内の歯髄細胞減少,線維性変化,膠様化が認められ,
 経日的に増強している。同時に,線維化部分に接する象牙芽細胞に萎縮,配列の乱れなどの形
 成障害が平行して増強している。この線維性組織は,15日以後石灰沈着による骨様組織に変性
 し,経日的に塊状に増加している。一方,30日以後には一部に象牙質の再形成もみられ,601ヨ
 以後では骨様組織の増加と,根尖部象牙質再形成とが周時に認められる。
 以上の成績から,著者は,体重の変動,骨髄像の変化,歯牙形成能の変化はほぼ平行関係にあ
 り,32P投与後20日頃が障害のピークで以後は回復に向うと述べている。また,30日以後に象牙
 質の再形成が認められるにも拘らず,萌出が回復しないのは,歯周組織および全身性の障害によ
 るものと解釈している。線維性組織,骨様組織の形成部に接する象牙芽細胞に著明な変性を認め
 たことは,象牙質形成障害と骨様組織形成との因果関係を示すものであると述べている。
 放射性同位元素投与によるラット切歯の形成障害と骨様組織の出現とは以前から報告されてい
 るが,著者は長期間にわたり検索することによって,その回復状態についても観察し,歯牙の形成
 および萌出につき以上の成績を得たことは,放射性同位元素を診断,治療に使用する必要度の増加
 している今日意義あるところであり,また歯牙形成機序解明に7視点を提起したものといえる。
 よって,本論文は十分学位授与に値するものと認める。
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